


 

Ⅰ.当院小児科における尿路感染症の頻度 

 尿路感染症の診断基準は,1)尿培養により 2 回以上の有意細菌尿(1O5/ml 以

上),2)膿尿,1視野5個以上(400倍),3)臨床的に発熱,排尿痛,腎部痛,頻尿,赤沈

促進など,のあるものを確実例とした。膿尿,細菌尿はあるが有意細菌尿でない

104/ml 以下のものは疑い例とした。 


